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一般質問一般質問

新
旭
町
太
田
地
先
は
県
内
で
１
番
多
く
、
全
体
の

約
25
％
と
な
っ
て
い
ま
す

　
追
い
払
い
対
策
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　
新
旭
町
太
田
地
先
の
安
曇
川
沿

い
の
森
林
は
、
カ
ワ
ウ
や
ア
オ
サ

ギ
の
大
規
模
な
営
巣
地
が
形
成
さ

れ
、
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
大
き

な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
県
が
実
施
し
た
繁
殖
抑
制
対
策

は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た

か
。

　

繁
殖
を
抑
制
す
る
だ
け
で
な

く
、
銃
器
駆
除
を
実
施
し
て
個
体

数
を
減
少
さ
せ
る
対
策
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

　
農
林
水
産
部
長

　
ド
ロ
ー
ン
で
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を

巣
に
投
下
す
る
繁
殖
抑
制
対
策
の

効
果
は
実
証
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

技
術
的
な
難
し
さ
や
営
巣
数
の
多

さ
な
ど
が
課
題
で
す
。

　
農
林
水
産
部
長

　
当
該
営
巣
地
は
、
周
辺
の
環
境

を
勘
案
す
る
と
銃
器
に
よ
る
駆
除

カワウを始めとする鳥
類の被害対策について

問

問問 答答

答

髙木　広和 議員

　
区
・
自
治
会
な
ど
住
民
の
皆
様

と
の
連
携
は
。

は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
県
な
ら
び
地
元

関
係
者
な
ど
と
対
策
を
検
討
し
ま

す
。

　
農
林
水
産
部
長

　

令
和
３
年
度
に
は
、
県
、
市
、

太
田
区
な
ど
関
係
者
に
よ
る
情
報

共
有
会
議
を
３
回
行
い
、
カ
ワ
ウ

の
生
態
や
現
状
の
課
題
共
有
を
は

じ
め
、
対
策
の
方
向
性
等
に
つ
い

て
合
意
形
成
を
図
り
ま
し
た
。

問答　
太
田
地
先
で
の
カ
ワ
ウ
の
営
巣

数
は
。

　
営
巣
数
に
つ
い
て
滋
賀
県
の
中

で
は
、
ど
の
よ
う
な
値
な
の
か
。

　
繁
殖
で
き
る
木
々
が
無
け
れ
ば

営
巣
で
き
な
い
環
境
と
な
り
、
問

題
解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
。

　
農
林
水
産
部
長

　

昨
年
５
月
の
県
の
調
査
で
は

１
，
０
２
６
か
所
と
確
認
し
て
い

ま
す
。

　
農
林
水
産
部
長

　
県
の
調
査
か
ら
、
県
全
体
で
は

３
，
９
６
６
か
所
あ
り
、
県
内
で

１
番
多
く
約
25
％
と
な
り
ま
す
。

　
環
境
部
長

　

有
効
な
手
段
で
は
あ
り
ま
す

が
、
当
該
営
巣
地
は
民
有
林
で
あ

り
、
所
有
者
と
の
連
携
や
管
理
責

任
な
ど
整
理
が
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、
広
域
的
影
響
を
考
慮
す
る

な
ど
戦
略
性
を
持
っ
た
伐
採
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問問

答

答答

　
農
林
水
産
部
長

　
営
巣
阻
害
に
向
け
て
営
巣
木
に

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
設
置
し
た
ほ

か
、
生
息
状
況
調
査
を
は
じ
め
、

防
除
機
器
に
よ
る
追
い
払
い
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き

地
元
関
係
者
や
県
、
専
門
家
と
対

策
を
検
討
し
、
粘
り
強
く
対
策
を

実
施
し
被
害
軽
減
に
努
め
ま
す
。

答

カ
ワ
ウ
の
営
巣
数
の
状
況
は

カ
ワ
ウ
の
営
巣
数
の
状
況
は

問

そ
の
他
の
質
問

琵
琶
湖
に
注
ぐ
河
川
の
濁
水
対
策

に
つ
い
て


